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創立70周年という大きな節目に、心からの感謝を込めて
栄えある表彰の栄誉を、謹んでお祝い申し上げます



創立
70周年
記念式典を開催
　去る2月13日（金）、「城西館」において、受賞者・来賓・会員組合等関係者総勢
237名の方々にご出席いただき、本会創立70周年記念式典並びに記念講演を開
催しました。その後、記念祝賀パーティーへも多数のご臨席を賜り、70周年の節
目を祝う実りある祝宴となりました。

　式典は金谷副会長の開式の辞で始まり、本県中小企業の振興・発展に尽くされた物故者への黙祷、久松
会長の式辞と続き、その後四国経済産業局長表彰をはじめ、各表彰の受賞者総勢78名に表彰状の授与が
行われました。次いで、受賞者を代表して池澤啓輔 高知中央市場鮮魚買受人協同組合 理事長より謝辞が述
べられました。

　多数の来賓を代表して、濵田省司 高知県知事ほか3名からご祝辞を賜り、皆様から日ごろの中小企業組
合の活動等について激励のお言葉をいただきました。
　式典は厳粛な雰囲気の中で滞りなく進み、北岡副会長の閉式の辞にて終了しました。

久松朋水　会長 高知中央市場鮮魚買受人協同組合理事長
池澤啓輔 氏

記念式典

　アース製薬株式会社およびキユーピー株式会社 社外取締役、パナソニック株式会社 顧問のハロルド・
ジョージ・メイ氏を講師にお招きし、「今の組織をもう一度見直そう～成果が出る人材育成・組織づくり～」を
テーマにご講演いただきました。
　講演では、外資系企業と日本企業で培われた経験を基に、人材の活用方法や組織の在り方について述べ
られました。企業が直面する課題を見据え、環境の変化に応じて組織がどのように柔軟に対応し、成長へと
つなげていくのかが分かりやすく示されました。まずは自ら行動してみるという姿勢こそが組織の活力を生
み出す源になると強調され、多くの気づきが得られる講演会となりました。

来賓祝辞

記念講演

　記念祝賀パーティーでは、廣末副会長より開宴の辞が述べられ、菊島太郎 株式会社商工組合中央金庫高
知支店 支店長の乾杯の発声を皮切りに開宴となりました。281名が一堂に会した会場は活気に満ち、終始
和やかな雰囲気のもとに執り行われました。

記念祝賀パーティー

高知県知事
濵田省司 氏

四国経済産業局産業部長
田中信彦 氏

高知市長
桑名龍吾 氏

全国中小企業団体中央会専務理事
佐藤哲哉 氏

株式会社商工組合中央金庫高知支店支店長
菊島太郎 氏

22組合等活性化情報誌 Vol.299情報1 組合等活性化情報誌 Vol.299情報



創立
70周年
記念式典を開催
　去る2月13日（金）、「城西館」において、受賞者・来賓・会員組合等関係者総勢
237名の方々にご出席いただき、本会創立70周年記念式典並びに記念講演を開
催しました。その後、記念祝賀パーティーへも多数のご臨席を賜り、70周年の節
目を祝う実りある祝宴となりました。

　式典は金谷副会長の開式の辞で始まり、本県中小企業の振興・発展に尽くされた物故者への黙祷、久松
会長の式辞と続き、その後四国経済産業局長表彰をはじめ、各表彰の受賞者総勢78名に表彰状の授与が
行われました。次いで、受賞者を代表して池澤啓輔 高知中央市場鮮魚買受人協同組合 理事長より謝辞が述
べられました。

　多数の来賓を代表して、濵田省司 高知県知事ほか3名からご祝辞を賜り、皆様から日ごろの中小企業組
合の活動等について激励のお言葉をいただきました。
　式典は厳粛な雰囲気の中で滞りなく進み、北岡副会長の閉式の辞にて終了しました。

久松朋水　会長 高知中央市場鮮魚買受人協同組合理事長
池澤啓輔 氏

記念式典

　アース製薬株式会社およびキユーピー株式会社 社外取締役、パナソニック株式会社 顧問のハロルド・
ジョージ・メイ氏を講師にお招きし、「今の組織をもう一度見直そう～成果が出る人材育成・組織づくり～」を
テーマにご講演いただきました。
　講演では、外資系企業と日本企業で培われた経験を基に、人材の活用方法や組織の在り方について述べ
られました。企業が直面する課題を見据え、環境の変化に応じて組織がどのように柔軟に対応し、成長へと
つなげていくのかが分かりやすく示されました。まずは自ら行動してみるという姿勢こそが組織の活力を生
み出す源になると強調され、多くの気づきが得られる講演会となりました。

来賓祝辞

記念講演

　記念祝賀パーティーでは、廣末副会長より開宴の辞が述べられ、菊島太郎 株式会社商工組合中央金庫高
知支店 支店長の乾杯の発声を皮切りに開宴となりました。281名が一堂に会した会場は活気に満ち、終始
和やかな雰囲気のもとに執り行われました。

記念祝賀パーティー

高知県知事
濵田省司 氏

四国経済産業局産業部長
田中信彦 氏

高知市長
桑名龍吾 氏

全国中小企業団体中央会専務理事
佐藤哲哉 氏

株式会社商工組合中央金庫高知支店支店長
菊島太郎 氏

22組合等活性化情報誌 Vol.299情報1 組合等活性化情報誌 Vol.299情報



四国経済産業局長表彰
［優良組合］
　四国建機工業協同組合 代表理事 島内　宏
　土佐電設事業協同組合 代表理事 笹岡淳也
　高知中央市場鮮魚買受人協同組合 代表理事 池澤啓輔

［組合功労者］
　山中　伯　高知県生コンクリート工業組合  代表理事
　坂本正興　協同組合テクノ高知  代表理事

［優良組合青年部］
　高知中央電気工事業協同組合青年部 部長 片岡祥太

高知県知事表彰
［優良組合］
　中央流域素材生産業協同組合 代表理事 篠原久広
　日本珊瑚商工協同組合 代表理事 木内英生
　嶺北林材協同組合 代表理事 坂本　一
　土佐ふれあい協同組合 代表理事 坂本重法

［組合功労者］
　内田莊一郎　高知県塗料商業協同組合  代表理事
　久保浩二　　高知県室内装飾事業協同組合  代表理事
　西村悦一　　こうちＩＴ事業者協同組合  代表理事
　所　紀光　　企業組合宇佐もん工房  代表理事

［優良組合青年部］
　高知卸商センター協同組合青年部会 会長 中澤孝介

全国中小企業団体中央会会長表彰
［優良組合］
　協同組合韮生の里 代表理事 竹村純吉
　高知県土佐刃物連合協同組合 代表理事 穂岐山信介
　高知県板金工業組合 代表理事 沖野東陽

［組合功労者］
　長山和幸　梼原町商工振興協同組合  代表理事
　田村　紘　全高知珊瑚協同組合連合会  代表理事
　榊原英之　高知県造船工業協同組合  代表理事

［優良組合青年部］
　高知県室内装飾事業協同組合青年部 部長 梅原裕平
　高知県旅館ホテル生活衛生同業組合青年部 部長  上村博孝

創立70周年記念式典を開催するにあたり、会員の皆様をはじめ、  各方面の方々に多大なご支援・ご協力を賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。

［組合専従優良職員］
　森澤勝弘 高知県生コンクリート工業組合
　土本由香 高知県コンクリート製品工業組合
　町田紅子 高知県商店街振興組合連合会
　尾﨑恭義 協同組合高知県 LPガス保安調査センター
　前田和幸 高知県火災共済協同組合
　嶋内紫乃 土佐電設事業協同組合
　梅原　勉 高知県食品外販協同組合
　河野美妙 高知県食品外販協同組合
　野瀬孝之 高知県木協建材協同組合
　濱崎徳子 高知県素材生産業協同組合連合会

　玉川敦子 安芸郡酒類卸商業協同組合
　西岡久昌 安芸郡酒類卸商業協同組合
　伊藤早苗 高知県香長地区電気工事業協同組合
　伊藤博範 高知中央電気工事業協同組合
　中村幸恵 高知中央市場鮮魚買受人協同組合
　名川昌代 高知中央市場鮮魚買受人協同組合
　森岡麻由 土佐市青果商業協同組合
　伊藤友理子 高知青果商業協同組合
　都築安和 嶺北林材協同組合
　田岡靖博 嶺北林材協同組合

　公文日出生　宿毛建設資源利用協同組合 代表理事
　早川賢治　　高知市商店街振興組合連合会 代表理事
　穂岐山信介　高知県土佐刃物連合協同組合 代表理事
　本山博文　　高知県素材生産業協同組合連合会 代表理事
　中村義仁　　高知県青果物出荷商業協同組合 代表理事
　明石健市　　高知市ハイヤー協同組合 代表理事
　山﨑浩司　　高知青果商業協同組合 代表理事
　刈谷雅臣　　高知県テント・シート工業組合 代表理事
　岡﨑恒之　　高知市管工事設備業協同組合 代表理事
　植野陽雄　　高知県火災共済協同組合 代表理事

［組合功労者］
　北岡幸一　協同組合丸和林材 代表理事
　北岡邦夫　事業協同組合高知総合輸送センター 代表理事
　平山雅邦　高知県建具協同組合 代表理事
　横山英生　土佐信用組合 代表理事
　山本佳和　高知県木材協同組合 代表理事
　今西　博　高知卸商センター協同組合 代表理事
　大原和雄　高知県電機商業組合 代表理事
　楠　淳一　高知県印刷工業組合 代表理事
　竹村真一　幡多建築業協同組合 代表理事
　國藤浩史　高知県建設業協同組合 代表理事
　伊藤　準　高知県コンクリート製品工業組合 代表理事

高知県中小企業団体中央会会長表彰
［優良組合］
　高知県トラック協同組合 代表理事 馬宮一彦
　協同組合やすらぎ市 代表理事 井澤　傳
　大正町市場協同組合 代表理事 田中隆博
　企画・ど久礼もん企業組合 代表理事 清岡晃司
　企業組合であいの里 代表理事 鯖戸梨央
　企業組合せいらん 代表理事 谷脇良枝
　ジビエ浦ノ内企業組合 代表理事 中平耕三
　企業組合しまんと 代表理事 長山　瞬
　南予木材企業組合 代表理事 菅　章哲
　仁淀川林産協同組合 代表理事 片岡博一
　安芸市上下水道工事業協同組合 代表理事 中山光真
　協同組合高知ラッキー・シール 代表理事 前田忠男
　中村商店街近代化協同組合 代表理事 宮﨑　努

栄えある受賞おめでとうございます
　  表彰受賞者の ご紹介（順不同・敬称略）  

［優良組合青年部］
　帯屋町一丁目商店街振興組合青壮年会　会長　広末雅士
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［組合専従優良職員］
　森澤勝弘 高知県生コンクリート工業組合
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　河野美妙 高知県食品外販協同組合
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　中村幸恵 高知中央市場鮮魚買受人協同組合
　名川昌代 高知中央市場鮮魚買受人協同組合
　森岡麻由 土佐市青果商業協同組合
　伊藤友理子 高知青果商業協同組合
　都築安和 嶺北林材協同組合
　田岡靖博 嶺北林材協同組合

　公文日出生　宿毛建設資源利用協同組合 代表理事
　早川賢治　　高知市商店街振興組合連合会 代表理事
　穂岐山信介　高知県土佐刃物連合協同組合 代表理事
　本山博文　　高知県素材生産業協同組合連合会 代表理事
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　植野陽雄　　高知県火災共済協同組合 代表理事

［組合功労者］
　北岡幸一　協同組合丸和林材 代表理事
　北岡邦夫　事業協同組合高知総合輸送センター 代表理事
　平山雅邦　高知県建具協同組合 代表理事
　横山英生　土佐信用組合 代表理事
　山本佳和　高知県木材協同組合 代表理事
　今西　博　高知卸商センター協同組合 代表理事
　大原和雄　高知県電機商業組合 代表理事
　楠　淳一　高知県印刷工業組合 代表理事
　竹村真一　幡多建築業協同組合 代表理事
　國藤浩史　高知県建設業協同組合 代表理事
　伊藤　準　高知県コンクリート製品工業組合 代表理事

高知県中小企業団体中央会会長表彰
［優良組合］
　高知県トラック協同組合 代表理事 馬宮一彦
　協同組合やすらぎ市 代表理事 井澤　傳
　大正町市場協同組合 代表理事 田中隆博
　企画・ど久礼もん企業組合 代表理事 清岡晃司
　企業組合であいの里 代表理事 鯖戸梨央
　企業組合せいらん 代表理事 谷脇良枝
　ジビエ浦ノ内企業組合 代表理事 中平耕三
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　南予木材企業組合 代表理事 菅　章哲
　仁淀川林産協同組合 代表理事 片岡博一
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栄えある受賞おめでとうございます
　  表彰受賞者の ご紹介（順不同・敬称略）  

［優良組合青年部］
　帯屋町一丁目商店街振興組合青壮年会　会長　広末雅士
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ものLABOレポート
（高知ものづくりLABO）

高知県旅館ホテル生活衛生同業組合
―連携組織活性化支援事業（講習会開催）―

テーマ　 現場を守り、持続可能な宿泊経営につなげるカスタマーハラスメント対策の強化

高知県室内装飾事業協同組合
―取引力強化推進事業―

令和7年度の本会事業を活用した取り組みをご紹介します。令和7年度の本会事業を活用した取り組みをご紹介します。

中央会事業れぽーと

　当組合は、県内の室内装飾工事業者および内装資材関連事業者65者で構成
され、防炎・防火壁装施工管理ラベルの共同購入事業をはじめ、技能検定や資格
取得講習、人材育成、地域貢献活動などを通じて、安心・安全な内装施工の普及
に取り組んできた。
　一方で近年は、防炎・防火ラベルの不正取得・不適切使用事例の発生や、若手
人材の不足、組合加入率の低下といった課題が顕在化しており、組合および組合
員が有する専門性や信頼性、内装業の社会的役割が十分に伝わっていない状況にあった。
　そこで本事業では、講習会やイベント、学校訪問など対面の場で活用できる組合共通のパンフレットを新たに制作し、
組合事業の内容や信頼できる内装事業者であることを分かりやすく発信することで、組合全体の取引力強化と組合員の
営業支援につなげることを目的に実施した。

●取り組み概要

　完成したパンフレットは、組合の取り組みや内装工事における専門性・信頼性を視覚的に伝える内容となっており、組
合員が営業時に活用することで、取引先や施主に対して自社の強みを簡潔に説明できるツールとして活用している。
　また、組合として統一した広報ツールを整備したことで、講習会やイベント、学校等でのPRが円滑となるとともに、対
外的な情報発信力の強化が図られた。
　今後は、本パンフレットを継続的な広報活動に活用することで、組合への理解促進や問い合わせ増加、ひいては内装
業界全体の信頼性向上と安定的な取引関係の構築につなげていくことが期待される。

●成果・期待される効果

　近年、旅館・ホテル業界では、顧客からの過度な要求や理不尽な言動、いわゆる
カスタマーハラスメントが増加しており、現場対応が個々の従業員に委ねられるこ
とで、精神的負担の増大や職場環境の悪化、人材流出といった課題が顕在化して
いる。
　こうした状況を踏まえ、当組合では、組合員施設が共通認識のもとで適切に対応
できる体制づくりを目的として、実例に基づくカスタマーハラスメント対策をテーマ
とした講習会を開催した。
　本講習会では、弁護士法人横山マートナー法律事務所 弁護士 佐山洸二郎氏を講師に迎え、改正旅館業法や労働施策
総合推進法の考え方を踏まえつつ、現場で起こり得る具体的事例をもとに、法的視点からの対応方法や、組織として従業
員を守るための基本的な考え方について解説がなされた。

●取り組み概要

　講習会には30名の組合員が参加し、カスタマーハラスメントを「接客マナーの問題」ではなく、「法的根拠に基づくリス
ク管理」として捉える重要性について理解を深める機会となった。
　特に、宿泊を拒否できる具体的事由や、民事と刑事の考え方の違い、威力業務妨害罪や強要罪等に該当し得る行為の
整理など、現場で即座に活用できる知識が共有されたことで、従業員が過度に萎縮することなく、組織として毅然と対応
するための判断軸が明確になった。
　また、経営層が「従業員を守る姿勢」を明確にし、顧問弁護士や警察、業界団体と連携する重要性を再認識したこと
は、職場環境の改善や人材定着にもつながると期待される。

●成果・期待される効果

事例
1

事例
2

テーマ　 組合の魅力と信頼性PRのためのパンフレット制作
　去る1月27日（火）、高知国際中学校・高等学校で、学生18名と会
員企業5社が参加し、交流企画を開催しました。
　本イベントは、県内の学生と企業で活躍する役職員との交流を通
じて、高知で働くことの魅力を身近に感じてもらうことを目的に実
施しました。当日は、参加企業から各社の概要や働きがいなどにつ
いてのプレゼンテーションの後、企業ごとに学生が分かれて、仕事
内容や高知で働く魅力の紹介、将来の進路や悩みの相談など、終始
活発な交流が行われました。
　参加した学生からは、「高知の企業を知る良い機会になり、将来
の選択肢が広がった」「大人の方とたくさん話ができ、進路など将来
への不安が和らいだ」といった声が寄せられ、有意義な交流会となりました。

※ななこカフェ：同校の取り組みで、授業時間外に身近な専門家を招き、カフェのような雰囲気でじっくりお話を聞く場です。
　第1回講師の佐野ななこさん(高知市出身・インドのIBディプロマ校卒業)の名前にちなんで、「ななこカフェ」としました。

学生との交流企画「企業発見プロジェクトinななこカフェ※」を開催しました

　去る1月30日（金）、セリーズで、「吉藤オリィ氏と分身ロ
ボットOriHime公認パイロットさんとの交流の夕べ」を開
催しました。
　本イベントは、1月31日（土）開催の「『はちきんが変える高
知の未来！』高知のものづくり企業と学生の交流会2025」
のキックオフイベントとして実施しました。分身ロボット
「OriHime」を開発した吉藤オリィ氏（株式会社オリィ研究
所 代表取締役 所長）と「OriHime」公認パイロットの方々
を交えて、 “人とロボットが共に生きる未来”について、教育
関係者と企業とで意見交換を行いました。
　公認パイロットとしての仕事内容ややりがいなどをお聞きし、また実際に交流することで、人とロボットが共に生
きる未来の可能性を体感することができました。

吉藤オリィ氏と分身ロボットOriHime公認パイロットさんとの交流の夕べを開催しました

　去る1月31日（土）、高知県立ふくし交流プラザで、高知のものづ
くり企業と学生の交流会を開催しました。
　本イベントは、学生と女性経営者が交流し、高知のものづくり企
業の未来を共に考え、若者や女性が高知で希望を持って働く姿を
描く機会として実施しました。吉藤オリィ氏の講演では、人やロボッ
ト、アバターが共存する社会について学びました。その後、高知大
学によるコーディネートのもと、グループに分かれ、参加企業の新
たな事業について学生と企業が議論しました。最後に、各グループ
から様々な事業提案が発表されるなど、有意義な交流会となりま
した。

「はちきんが変える高知の未来!」高知のものづくり企業と学生の交流会2025を開催しました
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ものLABOレポート
（高知ものづくりLABO）

高知県旅館ホテル生活衛生同業組合
―連携組織活性化支援事業（講習会開催）―

テーマ　 現場を守り、持続可能な宿泊経営につなげるカスタマーハラスメント対策の強化

高知県室内装飾事業協同組合
―取引力強化推進事業―

令和7年度の本会事業を活用した取り組みをご紹介します。令和7年度の本会事業を活用した取り組みをご紹介します。

中央会事業れぽーと

　当組合は、県内の室内装飾工事業者および内装資材関連事業者65者で構成
され、防炎・防火壁装施工管理ラベルの共同購入事業をはじめ、技能検定や資格
取得講習、人材育成、地域貢献活動などを通じて、安心・安全な内装施工の普及
に取り組んできた。
　一方で近年は、防炎・防火ラベルの不正取得・不適切使用事例の発生や、若手
人材の不足、組合加入率の低下といった課題が顕在化しており、組合および組合
員が有する専門性や信頼性、内装業の社会的役割が十分に伝わっていない状況にあった。
　そこで本事業では、講習会やイベント、学校訪問など対面の場で活用できる組合共通のパンフレットを新たに制作し、
組合事業の内容や信頼できる内装事業者であることを分かりやすく発信することで、組合全体の取引力強化と組合員の
営業支援につなげることを目的に実施した。
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　完成したパンフレットは、組合の取り組みや内装工事における専門性・信頼性を視覚的に伝える内容となっており、組
合員が営業時に活用することで、取引先や施主に対して自社の強みを簡潔に説明できるツールとして活用している。
　また、組合として統一した広報ツールを整備したことで、講習会やイベント、学校等でのPRが円滑となるとともに、対
外的な情報発信力の強化が図られた。
　今後は、本パンフレットを継続的な広報活動に活用することで、組合への理解促進や問い合わせ増加、ひいては内装
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きる未来の可能性を体感することができました。
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　今年は、ゆとり研究所 所長 野口智子氏より、「地域
活性化とは？」「全国の先進事例」について基調講演い
ただきました。
　まず、地域活性化は、人が多いか少ないか、便利か不
便かといった条件ではなく、その地域に暮らす人々が
生き生きと楽しみながら生活しているかが重要である
とのお話がありました。次に、先進事例は「答え」ではな
く、自分たちの活動を考えるための「ヒント」として捉え
ることが大切であり、「先進」とは先頭を走ることでは
なく、自分たちの地域や状況に合った“旬”のタイミングで動くことであるとのお話がありました。
　続いて具体的な事例として、奈良県十津川村の「焼酎の温泉割り」、和歌山県紀の川市の「フルー
ツ寿司」や「フルーツ茶会」、北海道池田町における主婦グループによる地域の歴史を伝えるマンガ
の発行といった取り組みが紹介されました。いずれの事例も、地域にとっては「当たり前」となってい
る資源や暮らしに目を向け、それを面白がって試してみることで新たな価値を生み出しており、参加
者にとって大きな気づきとなりました。

●株式会社とおわ（四万十町）
　当社は「丸くつながる四万十」をコンセプトに、地域事業者や農家、（株）十和おかみさ
ん市（女性グループ）と連携しながら「道の駅 四万十とおわ」を運営しています。道の駅で
は物販・飲食・体験型事業（ジップライン）を行っており、人気の「四万十流域バイキング」
は、もともと十和おかみさん市が担っていた事業を約4年かけてレシピ化、スタッフを育
成し、地域の食文化の承継に成功しています。その他にも、十和おかみさん市の人気商品
だった万能調味料を、大量製造できる体制を当社で整備し、売上の一部を還元する仕組
みをつくるなど、地域資源を守りながら発展させる取り組みが紹介されました。

　引き続き、野口先生にコーディネーターとして司会・進行を務めていただきました。今回は、東洋町
と四万十町で特色ある活動を展開している３団体が発表を行いました。発表団体と主な内容は以下
の通りです。

女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！
　本会では、高知県内の女性団体の連携と活躍を支援する「女性団体等活躍促進事業」を行っています。その一環として、去る
1月29日(木)、城西館で、「女性団体事例発表・展示PR会」を開催しました。
　当イベントは県内の女性団体の取り組みや日頃の活動についてお互いに学び、交流することを目的に開催しています。『高知
女性団体交流プラットフォーム「ねえやんの会」』会員の12女性団体を含め約70名の参加のもと、本会 久松会長の挨拶を皮切
りに盛大に開催されました。

女性団体等活躍促進事業 レポート女性団体等活躍促進事業 レポート

ゆとり研究所 所長　
野口 智子氏

基 調 講 演基 調 講 演

事例発表会事例発表会

●四万十町商工会女性部（四万十町）
　当団体は、四万十町の窪川・大正・十和の3支部の女性事業者で構成され、地域イベン
トへの出店や研修会への参加など、幅広い活動を行っています。その中でも大正支部で
長年続けられている「廃油せっけん」づくりは団体の中心的な活動となっています。近年
はメディアでの紹介をきっかけに、地域内外から多くの問い合わせが寄せられており、
今では環境教育の一環として地元高校生に石けん作りの授業も行うなど、次世代への継
承にもつながっています。

●甲浦集落活動センターなぎ（東洋町）
　当団体は、地域応援部・お台所部・商品開発部・防災部の4つの部会に分かれて活動し
ています。季節ごとのイベントに加え、メンバー自らが台本作成や役者を務める演劇大
会など、地域の方が主体となって取り組むユニークな活動が紹介されました。また、移住
者が多い地域の特性を生かし、移住者の特技・趣味を生かした体験教室やチャレンジ
ショップも開催しており、これをきっかけに町内でパン屋を開業した事例も報告されま
した。また、町の特産の芋を使った芋甘煮などの加工品を開発し、県内外で販売してい
ます。

　事例発表会後、「ねえやんの会」会員のうち６団体がブースを設け、商品の販売とともに活動のPRを行
いました。野菜やお菓子、事例発表会で紹介された「廃油せっけん」等、各団体の特色が光る商品が数多
く並び、どのブースも多くの人で賑わい、参加者との交流も楽しんでいました。

　
●四万十町商工会女性部（四万十町）
●JA高知県女性部安芸支部 なすっこ組（安芸市）
●甲浦集落活動センターなぎ（東洋町）
●集落活動センターおちめん チームシルク（梼原町）
●とさし旬物クラブ（土佐市）
●大豊地区農漁村女性グループ研究会（大豊町）

出展団体

　去る2月10日（火）、城西館において、令和7年度組合等人材育成事業の一環として、経営能力向上セミナー（新年交流会）を開催し
ました。
　近い将来発生が懸念されている南海トラフ地震に備え、中小企業が事業を継続するための実践的な備えを学ぶことを目的に、「南
海トラフ地震に備える地震BCPセミナー」と題して、MS＆ADインターリスク総研株式会社 リスクマネジメント第四部 BCM第二グ
ループ 主任コンサルタントの川端悠仁氏を講師にお招きし、ご講演いただきました。
　講演では、南海トラフ地震による被害想定を踏まえ、中小企業が事業を止めないための備えの重要性や、BCPの基本的な考え方
について解説が行われました。あわせて、前提の整理、被害軽
減策、初動対応、復旧対応といった段階ごとの取り組みなど、中
小企業でも実践可能な具体的な進め方について、分かりやすく
説明がなされました。参加した青年部員等29名は、自社の事業
継続体制を見直す契機として、真剣に耳を傾けていました。
　セミナー終了後には懇親会も開催し、参加者間の交流親睦
を一層深めることができました。

経営能力向上セミナー (新年交流会 )を開催しました

展 示 P R 会展 示 P R 会

　各団体の発表の後には質疑応答の時間が設けられ、発表内容で気になった点についての質問の他、「自分たちの地域でも
参考にしたい」、「ぜひ視察したい」等の前向きな感想が寄せられました。

　最後に、コーディネーターの野口氏より、各出展団体に対して、商品パッ
ケージや販売の工夫についてアドバイスがあり、「学び」と「交流」に満ちた
活気ある会となりました。
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　今年は、ゆとり研究所 所長 野口智子氏より、「地域
活性化とは？」「全国の先進事例」について基調講演い
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　まず、地域活性化は、人が多いか少ないか、便利か不
便かといった条件ではなく、その地域に暮らす人々が
生き生きと楽しみながら生活しているかが重要である
とのお話がありました。次に、先進事例は「答え」ではな
く、自分たちの活動を考えるための「ヒント」として捉え
ることが大切であり、「先進」とは先頭を走ることでは
なく、自分たちの地域や状況に合った“旬”のタイミングで動くことであるとのお話がありました。
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女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！女性団体事例発表・展示ＰＲ会を開催しました！
　本会では、高知県内の女性団体の連携と活躍を支援する「女性団体等活躍促進事業」を行っています。その一環として、去る
1月29日(木)、城西館で、「女性団体事例発表・展示PR会」を開催しました。
　当イベントは県内の女性団体の取り組みや日頃の活動についてお互いに学び、交流することを目的に開催しています。『高知
女性団体交流プラットフォーム「ねえやんの会」』会員の12女性団体を含め約70名の参加のもと、本会 久松会長の挨拶を皮切
りに盛大に開催されました。
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●四万十町商工会女性部（四万十町）
　当団体は、四万十町の窪川・大正・十和の3支部の女性事業者で構成され、地域イベン
トへの出店や研修会への参加など、幅広い活動を行っています。その中でも大正支部で
長年続けられている「廃油せっけん」づくりは団体の中心的な活動となっています。近年
はメディアでの紹介をきっかけに、地域内外から多くの問い合わせが寄せられており、
今では環境教育の一環として地元高校生に石けん作りの授業も行うなど、次世代への継
承にもつながっています。

●甲浦集落活動センターなぎ（東洋町）
　当団体は、地域応援部・お台所部・商品開発部・防災部の4つの部会に分かれて活動し
ています。季節ごとのイベントに加え、メンバー自らが台本作成や役者を務める演劇大
会など、地域の方が主体となって取り組むユニークな活動が紹介されました。また、移住
者が多い地域の特性を生かし、移住者の特技・趣味を生かした体験教室やチャレンジ
ショップも開催しており、これをきっかけに町内でパン屋を開業した事例も報告されま
した。また、町の特産の芋を使った芋甘煮などの加工品を開発し、県内外で販売してい
ます。

　事例発表会後、「ねえやんの会」会員のうち６団体がブースを設け、商品の販売とともに活動のPRを行
いました。野菜やお菓子、事例発表会で紹介された「廃油せっけん」等、各団体の特色が光る商品が数多
く並び、どのブースも多くの人で賑わい、参加者との交流も楽しんでいました。

　
●四万十町商工会女性部（四万十町）
●JA高知県女性部安芸支部 なすっこ組（安芸市）
●甲浦集落活動センターなぎ（東洋町）
●集落活動センターおちめん チームシルク（梼原町）
●とさし旬物クラブ（土佐市）
●大豊地区農漁村女性グループ研究会（大豊町）

出展団体

　去る2月10日（火）、城西館において、令和7年度組合等人材育成事業の一環として、経営能力向上セミナー（新年交流会）を開催し
ました。
　近い将来発生が懸念されている南海トラフ地震に備え、中小企業が事業を継続するための実践的な備えを学ぶことを目的に、「南
海トラフ地震に備える地震BCPセミナー」と題して、MS＆ADインターリスク総研株式会社 リスクマネジメント第四部 BCM第二グ
ループ 主任コンサルタントの川端悠仁氏を講師にお招きし、ご講演いただきました。
　講演では、南海トラフ地震による被害想定を踏まえ、中小企業が事業を止めないための備えの重要性や、BCPの基本的な考え方
について解説が行われました。あわせて、前提の整理、被害軽
減策、初動対応、復旧対応といった段階ごとの取り組みなど、中
小企業でも実践可能な具体的な進め方について、分かりやすく
説明がなされました。参加した青年部員等29名は、自社の事業
継続体制を見直す契機として、真剣に耳を傾けていました。
　セミナー終了後には懇親会も開催し、参加者間の交流親睦
を一層深めることができました。

経営能力向上セミナー (新年交流会 )を開催しました

展 示 P R 会展 示 P R 会

　各団体の発表の後には質疑応答の時間が設けられ、発表内容で気になった点についての質問の他、「自分たちの地域でも
参考にしたい」、「ぜひ視察したい」等の前向きな感想が寄せられました。

　最後に、コーディネーターの野口氏より、各出展団体に対して、商品パッ
ケージや販売の工夫についてアドバイスがあり、「学び」と「交流」に満ちた
活気ある会となりました。
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事業年度終了後における組合事務手続き処理は決算関係書類の作成に始まり、
所管行政庁への書類届出や税務申告まで非常に煩雑となります。
以下をご参考に適正な事務手続きを行ってください。組合の年度末決算に伴う事務手続き組合の年度末決算に伴う事務手続き

手続きにおける留意事項 

総組合員の2分の1以上の出席
なお、出席者には書面及び代理人（委任状）による出席を含む

原則として出席した組合員の中から選任
議決権（選挙権を除く）を行使することができないため、他の組合員の代理人となることはできない

［ 主な事項］
定款変更、規約及び共済規定の設定・変更・廃止、毎事業年度の事業計画及び収支
予算の設定・変更、経費の賦課及び徴収方法、決算関係書類の承認、役員の選挙又は
選任、役員の報酬、組合員の除名、組合の解散又は合併、組織変更、組合員による役
員の解任請求、組合員の出資の口数に係る限度の特例、事業の全部の譲渡、新設合
併の場合における設立委員の選任

定款で定める事項
（例）借入金残高の最高限度、1組合員に対する貸付け又は1組合員のためにする債務
保証の残高の最高限度など

定款変更、組合員の除名、組合の解散又は合併、組織変更、組合員の出資口数に係る
限度の特例、事業の全部の譲渡、新設合併の場合における設立委員の選任
※協業組合には別途定めあり

通常総会※1

代表理事の選任※2

定款変更認可後に登記が必要な事項※3

代表理事が交代した場合だけでなく、再任された時も法務局への登記が必要

名称、地区、事務所の所在地、公告方法、事業、出資1口の金額、出資払込の方法
※定款中で、登記簿謄本（履歴事項全部証明書）に記載されている事項です。

法定議決事項

任意議決事項

上記以外

特別議決（総組合員の半数以上が出席
し、その議決権の3分の2以上の多数）

普通議決（総組合員の半数以上が出席
し、その議決権の過半数） 

成立の定足数●

総会の議長●

議決事項●

議決方法●

定款で定める期間

通常総会会日の2週間前まで

原則 事業年度終了後2ヶ月以内
に開催（5/31）
ただし定款変更により3ヶ月以内
に変更が可能

※変更のあった日から2週間以内でも可

定款で定める期間
「決算関係書類」「事業報告書」
及び「監査報告」の提供

登記事項
あり

あり

出資変更

法務局へ登記
4週間以内（4／28）

年度末（3／31） 

「決算関係書類」「事業報告書」の作成

監事へ「決算関係書類」「事業報告書」の提出

理事会招集通知

理 事 会

理事会議事録作成

「決算関係書類」「事業報告書」の備置き

通常総会招集通知

総会議事録作成

通常総会

監事の監査
「監査報告」作成通知

監事は決算関係書類の全部
を受領した日から4週間後、
もしくは理事との合意により
定めた日のいずれか遅い日
までに監査報告を作成し理
事に通知

定款変更 役員（理事・監事）改選 決算関係書類提出 税務申告 剰余金処分

あり あり
総会後すみやかに 新理事の就任

法務局へ登記 所管行政庁届出 税務署・県税事務所・市町村

変更のあった
  日から2週間
    以内代表理事

の就任後
２週間以内

認可書到達後2週間以内

通
常
総
会
終
了
後
２
週
間
以
内

①
法
定
準
備
金
の
積
立・繰
越
金
の
繰
越
し

②
出
資
配
当
支
払
い

③
利
用
分
量
配
当
金
支
払
い

④
脱
退
者
へ
の
持
分
払
い
戻
し

事
業
年
度
終
了
後
２
ヶ
月
以
内（
5
／
31
）

た
だ
し
、申
請
に
よ
り
申
告
期
限
の
延
長
が
可
能

（※

消
費
税
は
除
く
）所管行政庁へ認可申請 理事会開催

代表理事等選任
議事録の作成

認 可

※代表理事変更の場合、税務署等へ要届出

〈お問い合わせ・提出先〉 
　　　高知県中小企業団体中央会　
　　　〒781-5101 高知市布師田3992-2 
　　　高知県中小企業会館４階　
　　　TEL：088-845-8870　

●中央会宛に２部（行政庁用１部、本会控え用１部）ご提出いただければ、
　本会経由で所管行政庁へ提出します。
●高知県庁では行政手続き（届出書類、定款変更など）をインターネットで行う
  「電子申請サービス」を始めています。

決算関係書類

○財産目録 　 ○貸借対照表
○損益計算書 ○剰余金処分案

　または損失処理案

組合は毎事業年度、通常総会終了の日から2週間以内に、事業報告書及び通常総会
議事録（もしくは謄本）とともに、決算関係書類を所管行政庁に提出することが法律
上定められています。所管行政庁では、組合が事業活動を行っているかどうかを決算
関係書類の提出の有無によって判断しております。連続して提出を怠ると休眠組合と
見なされたり、所轄行政庁からの指導が入る可能性があります。必ず提出するように
してください。

組合決算期の
事務手続き
フロー

（3月末決算例）

決
算
関
係
書
類
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

※1

※3

※2

9 10組合等活性化情報誌 Vol.299情報 組合等活性化情報誌 Vol.299情報



事業年度終了後における組合事務手続き処理は決算関係書類の作成に始まり、
所管行政庁への書類届出や税務申告まで非常に煩雑となります。
以下をご参考に適正な事務手続きを行ってください。組合の年度末決算に伴う事務手続き組合の年度末決算に伴う事務手続き

手続きにおける留意事項 

総組合員の2分の1以上の出席
なお、出席者には書面及び代理人（委任状）による出席を含む

原則として出席した組合員の中から選任
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お金のこと、経営のことのほかにも、デジタル化の
推進や事業承継など、さまざまな経営課題に対して
その道のプロフェッショナルが解決策を提案します。
信用保証協会では、経営の「今」を全力でサポート
します。

保護司の担い手を広く募集しています！

　法務省の出先機関である「高知保護観察所」および、高知県内の保護司で
構成する「高知県保護司会連合会」では、地域の更生支援を担う“保護司”の
新たな担い手を募集しています。
　保護司は、犯罪や非行をした方々の立ち直りを地域で支える、非常に重要
な役割を担っています。詳しくは、下記のご案内および二次元コードからご
確認いただけます。皆さまのご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。

　こちらは法務省の出先機関「高知保護観察所」と、高知県内の保護司団体「高知
県保護司会連合会」と申します。
　さて、今回は「保護司の担い手募集」についてのお願いになります。詳しくは、
下記及び二次元コードをご参照いただきますようお願い申し上げます。

　更生保護法に基づき、犯罪をした人や非行のある少年が再び罪を犯さないよう社会内で保護
観察を実施する国の機関です。

　法務大臣から委嘱されたボランティアで、犯罪をした人や非行のある少年が再び罪を犯すこと
のないよう、保護観察所と協働して地域でその立ち直りを支えているほか、犯罪予防に関する啓
発活動、安全・安心な地域社会づくり活動などに取り組んでいます。
　しかし、近年、社会情勢の変化などに伴い、保護司の担い手確保が困難になり、高齢化も進ん
でいるのが現状です。そこで、多様な方に保護司の担い手になっていただきたく、県内の職能
団体や関係機関・団体の方々に対して保護司の担い手確保について協力依頼を行っています。

　再犯をして刑務所に戻った人の約７割は再犯時に無職でした。これらの人が再犯などに至ら
ないためには、仕事に就き、生活が安定することが重要です。雇用を通じて犯罪や非行をした人
（刑務所出所者等）の社会復帰を支える「協力雇用主」へのご登録についても、ぜひ、ご協力をい
ただきたくお願い申し上げます。
　なお、ご関心のある方は、担当者がお伺いしてご説明いたしますので、以下の連絡先へお問い
合わせください。

保護司 協力雇用主

保護観察所

保護司

協力雇用主

お問い合わせ先
高知保護観察所
高知市丸ノ内１丁目４番１号　高知法務総合庁舎２階
TEL：０８８-８７３-５１１８（電話受付：平日８：３０～１７：１５）
MAIL :kochi-hogo-common@i.moj.go.jp

組合活動のPR、イベント、新商品のご紹介
などの告知コーナーです。 
中央会までどしどし情報をお寄せください！
E-mail : koho@kbiz.or.jp

掲載
無料組合いんふぉめーしょん

KUMIAI informationi

　高知卸商センター協同組合（今西博理事長）
では、高知卸団地求人サイトを開設しました。
　本サイトでは、当組合の共同求人事業に参加
している組合員企業を5つのワークエリア（業種
分類）で分かりやすく紹介しています。高知卸団
地の紹介動画も公開中です。
　求人情報は随時更新していますので、ぜひサ
イトをご覧ください。

高 知卸団地求人サイトを開設しました！

KUMIAI
information
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合

　高知県商店街振興組合連合会（廣末幸彦理事長）
では、観光産業のDX推進に関する先進的な取り組み
事例を学ぶことを目的に、去る1月20日（火）、オビヤ
ギルドにおいて「デジタルデータ活用促進セミナー」
を開催しました。
　セミナーでは、道後プリンスホテル株式会社　代表
取締役社長　佐渡祐収氏を講師に迎え、愛媛県道後
温泉エリアにおけるAIカメラで収集した人流データ
を活用した、温泉旅館や商店街等の観光産業のDX推
進に向けた事例をご紹介いただきました。
　続いて、協同組合帯屋町筋　副理事長の早川賢治
氏より高知市中心商店街におけるAIカメラ人流デー
タの活用状況についてお話いただきました。AIカメラ
導入までの経緯に加え、イベント開催日や天候、外国
客船寄港時などのデータ比較を通じた効果検証の事
例などが紹介されました。また、今後は個店や県内の
商店街振興組合におけるAI活用が広がるよう、取り
組みを進めていきたいとの展望も述べられました。
　参加者からは「今後に繋げていけるヒントとなる話
をたくさん聞けた」などの声も聞かれ、今後の商店街
活性化に向けた有意義なセミナーとなりました。

KUMIAI
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合
連
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会

【お問い合わせ先】高知卸商センター協同組合    TEL：088-882-8815

デ ジタルデータ活用促進セミナーを開催しました

高知卸団地求人サイト 検索
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情報連 報告DI（景気動向指数） 絡員

  1月 2 3 4 5 6 7 8 9  10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 11 12 1R6年 R7年 R8年

売　上　高
収益の状況
業界の景況

▲32.4
▲35.3

情報連絡員報告を
中心とした 県内各業界の動向

　　　　　　　　　　　　　　　　　な　し

景況は、業種、業態によりバラツキが見られるが、全体的としては「不変」若しくは「やや好転」といったところ。原材料価格
や仕入値の高騰により、売上の増加が収益に繋がっていない事業者も見られる。菓子・パン、土産など観光関連の製造事業
者は、引き続き堅調を維持している模様。

原材料の高騰を販売価格への転嫁が出来つつあると思われるなか、本年2月1日より製品の値上げがあり（商品によるが
0.05%～0.25%）、またまた厳しい状況である。

1月期の原木出材量は、先月に引き続き天候にも恵まれ順調に入荷している。しかし、丸太価格については、依然と
して引き合いはあるものの製材品の価格が上がらず全体的に横ばい状況。今後も積雪がなければ順調に入荷する
状況であり、年度末に向け増産に期待。丸太価格については、一部（杉3ｍ）で若干値上がりしているところもある
が、全体的にはほぼ横ばいで推移している状況であり、今後については、市況の動向が見通せず大きな変動は見込
めない。

紙製品全体としては、販売金額は前年同月比で減少した。さらに販売量及び生産量も減少した。品目別では、雑種紙が販
売金額及び販売量が前年同月比で上回ったのに対し、衛生用紙は販売金額及び販売量ともに下回った。

原材料ほか高騰がまだまだ落ち着かず、物価高騰により趣味嗜好を抑える傾向があり、まだまだ厳しい状況である。例年1
月は動きが悪いが、今年は少しだが動きが例年より良い。

久しぶりに売上増、設備操業度も上昇。今期は選挙特需、地域振興券で潤った。地域振興券需要は今後も継続しそう。県外
需要についても前年並みに回復している模様。

1月度の組合員の単月出荷量は、対前年比77.2%、4月からの累計出荷量も対前年比82.4%で前月に引き続き低調であっ
た。また、地域的な傾向も前月同様な傾向であった。

対前年同月比87.6％。補正予算の発注がされており、今後は前年度以上に推移すると推測している。

今月は商品、付属品及び備品がタイミングよく入荷し、出荷も順調にでき売上を伸ばすことができた。

団地内の売上や収益状況は、総じて横ばい傾向で推移しており、特段の変化は見られない。

高水準の生産が継続している。

1月度の取引額は前年同月比で152%となり、9カ月連続で前年を上回る結果となった。コロナ前の水準に戻りつつある。

1月は前年より売上高は増加した。しかし、天然ブリが例年になく不漁でほとんど入荷してこなかった。カツオがシーズンオ
フでブリが不漁、他の魚も入荷が少なく、大変である。

高年式の良質車の需要が伸びているが、慢性的な流通量不足も相まって相場の高止まりが続いており、仕入れに関しては
厳しい状況。来店数・注文車の件数も伸びている。
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1月の駐車場利用台数は、前年同月比112.8％（2,995台増）となった。要因として、おまち多目的広場等でのイベント開催
により、土日祝の増加率が高かったことが挙げられる。あわせて、料金収入も前年同月比105.5％（430万円増）となった。
人流カメラによる集計では、1月の来街者数は前年同月比3.7%増となった。1月10日～2月1日にひろめ市場および大橋通
り商店街で開催された「よさこい高知宵の舞」や、おまち多目的広場のイベント効果により、来街者の増加に繋がったと考
えられる。

市観光協会のイメージキャラクター猫5匹の名前が決まり、人気を集めている。空き店舗に飲食店が数件入り、昼夜の人の
動きを増やしている。

宿泊人数は前年と同程度に落ち着いている。宿泊・宴会共にマーケットの動向で悪くないが、人手不足やリネン業者の供
給不安定で経営持続に苦労がある。

組合クーポン前年同月対比246％、全旅クーポン合算後108％。前年度比較で、売上改善の傾向が顕著になっているが、ま
だまだ見通しは楽観できないと感じる。

1月の売上は、前年同月比で 6.7％減 となった。一方で、過去5年平均と比較すると、約4.3％上回る水準を維持している。大
口案件は少なかったものの、AI活用などの新分野における取り組みにより、売上減少分を一定程度補う結果となった。ま
た、社会全体の動向としても、AIに関する記事や講演に触れる機会が増えていると感じている。IT関連事業者として、常に
アンテナを高く張り、AIをはじめとする最先端の情報を組合内で共有しつつ、顧客に対して的確な提案ができる体制を引
き続き整えていきたい。

依然として人手不足が続いている中、資材高騰の影響もあって収益率は低く推移している。

組合員の施工する電力引込線工事量は、前年同月比186.1％となった。各地区増減があったが、特に高知中央地区が大幅
に増加し、香長地区が減少した。

実働1日1車当りの前年同月対比運送収入：100.1％、回数：101.3％、実働率：51.7％。年末から正月にかけ少し人が動い
たせいか、実績も回復傾向であった。しかし、また少し陰りが出ているようである。運転者がなかなか増えず、このままでは
と頭を抱えている現状である。

原料米や資材、物流費の高騰が続く中、昨秋に価格改定を行っていなかった事業者では、春先の価格改定を予定している
ところもあり、値上げによる消費の鈍化が懸念される。

新築住宅着工件数が減少しているなかで、県外業者の参入もあり、厳しい状況が続くとの声が多い。

建具材料代の高値高騰が続いているため、仕事量が少ないし、収益状況も悪化してきている。高齢の方の廃業も出てきて
いる。

年末年始を休業する店が多くなった。また、成人式の連休の動きも落ち着いた状況であったため、業界全体が落ち着いて
いた印象が強い。仕入品やガソリン代など値上げが続くものの、販売価格に十分転嫁できず利益が減少している。

1月の取扱高は、組合員全体で前年対比97.1％となった。前月よりは落ち込み幅は少ないものの、人件費などの経費も上
がり相変わらず苦しい状況。

1月も町内の景気動向に目立った動きはない。当組合では、毎年お盆と歳末に実施していたポイントセールの内、お盆期間
実施分を春の卒入学シーズンに移行実施するよう企画している。個店での取り組みにも限界がある中、少しでもプラスの
影響があればと考えている。

1月は、全商品平均で前年比92％。4K8Kテレビは前年比90％であった。全体として大変厳しい。

昨年より全国平均ガソリン販売価格は少しずつ下がり気味であったが、1月末11週ぶりに値上がりとなった。ロシアとウク
ライナや中東でのアメリカの対応により、またまた原油価格に影響が出るかもしれない。今後の動きに注視したい。

宮城県岩沼市より市議会自由民主党政策フォーラムの方々が視察に訪れた。地域にかがやくわがまち商店街表彰2024受
賞の効果である。

集客は前年同月を下回る。販売価格は上昇しているので売上高は前年同月と同程度だが、物価高に価格転嫁が追い付い
ておらず、収益は悪化している。前年同月に比べ、インバウンド・県外ともに観光客は減少。前年度同月に比べ更に物価は高
騰。光熱費・仕入価格・人件費、ありとあらゆるものが上昇しているが、顧客離れによる集客の低下の懸念から業界の価格
転嫁は十分ではない。

物価高による節約志向や寒さの影響か需要が落ち込んでいる。最低賃金アップによる人件費上昇、資材高なども加わり収
益状況は厳しい。チェーン店では不採算店舗をさらに整理し、絞り込みを行っている。人手不足は深刻で、営業時間短縮、
休憩時間を入れるなど対応しているが、いつまで続けることができるかわからない。リネン業界は堅調。人手確保には苦心
している。

燃料価格は2円程度の値下げとなったが、荷動きは上向いていない。ドライバー不足も解消できない状態で、労働環境・賃
金改善など課題が山積しており、組合員企業の経営は厳しい状況が続いている。
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が、全体的にはほぼ横ばいで推移している状況であり、今後については、市況の動向が見通せず大きな変動は見込
めない。

紙製品全体としては、販売金額は前年同月比で減少した。さらに販売量及び生産量も減少した。品目別では、雑種紙が販
売金額及び販売量が前年同月比で上回ったのに対し、衛生用紙は販売金額及び販売量ともに下回った。

原材料ほか高騰がまだまだ落ち着かず、物価高騰により趣味嗜好を抑える傾向があり、まだまだ厳しい状況である。例年1
月は動きが悪いが、今年は少しだが動きが例年より良い。

久しぶりに売上増、設備操業度も上昇。今期は選挙特需、地域振興券で潤った。地域振興券需要は今後も継続しそう。県外
需要についても前年並みに回復している模様。

1月度の組合員の単月出荷量は、対前年比77.2%、4月からの累計出荷量も対前年比82.4%で前月に引き続き低調であっ
た。また、地域的な傾向も前月同様な傾向であった。

対前年同月比87.6％。補正予算の発注がされており、今後は前年度以上に推移すると推測している。

今月は商品、付属品及び備品がタイミングよく入荷し、出荷も順調にでき売上を伸ばすことができた。

団地内の売上や収益状況は、総じて横ばい傾向で推移しており、特段の変化は見られない。

高水準の生産が継続している。

1月度の取引額は前年同月比で152%となり、9カ月連続で前年を上回る結果となった。コロナ前の水準に戻りつつある。

1月は前年より売上高は増加した。しかし、天然ブリが例年になく不漁でほとんど入荷してこなかった。カツオがシーズンオ
フでブリが不漁、他の魚も入荷が少なく、大変である。

高年式の良質車の需要が伸びているが、慢性的な流通量不足も相まって相場の高止まりが続いており、仕入れに関しては
厳しい状況。来店数・注文車の件数も伸びている。
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宿泊人数は前年と同程度に落ち着いている。宿泊・宴会共にマーケットの動向で悪くないが、人手不足やリネン業者の供
給不安定で経営持続に苦労がある。
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だまだ見通しは楽観できないと感じる。

1月の売上は、前年同月比で 6.7％減 となった。一方で、過去5年平均と比較すると、約4.3％上回る水準を維持している。大
口案件は少なかったものの、AI活用などの新分野における取り組みにより、売上減少分を一定程度補う結果となった。ま
た、社会全体の動向としても、AIに関する記事や講演に触れる機会が増えていると感じている。IT関連事業者として、常に
アンテナを高く張り、AIをはじめとする最先端の情報を組合内で共有しつつ、顧客に対して的確な提案ができる体制を引
き続き整えていきたい。

依然として人手不足が続いている中、資材高騰の影響もあって収益率は低く推移している。

組合員の施工する電力引込線工事量は、前年同月比186.1％となった。各地区増減があったが、特に高知中央地区が大幅
に増加し、香長地区が減少した。

実働1日1車当りの前年同月対比運送収入：100.1％、回数：101.3％、実働率：51.7％。年末から正月にかけ少し人が動い
たせいか、実績も回復傾向であった。しかし、また少し陰りが出ているようである。運転者がなかなか増えず、このままでは
と頭を抱えている現状である。

原料米や資材、物流費の高騰が続く中、昨秋に価格改定を行っていなかった事業者では、春先の価格改定を予定している
ところもあり、値上げによる消費の鈍化が懸念される。

新築住宅着工件数が減少しているなかで、県外業者の参入もあり、厳しい状況が続くとの声が多い。

建具材料代の高値高騰が続いているため、仕事量が少ないし、収益状況も悪化してきている。高齢の方の廃業も出てきて
いる。

年末年始を休業する店が多くなった。また、成人式の連休の動きも落ち着いた状況であったため、業界全体が落ち着いて
いた印象が強い。仕入品やガソリン代など値上げが続くものの、販売価格に十分転嫁できず利益が減少している。

1月の取扱高は、組合員全体で前年対比97.1％となった。前月よりは落ち込み幅は少ないものの、人件費などの経費も上
がり相変わらず苦しい状況。

1月も町内の景気動向に目立った動きはない。当組合では、毎年お盆と歳末に実施していたポイントセールの内、お盆期間
実施分を春の卒入学シーズンに移行実施するよう企画している。個店での取り組みにも限界がある中、少しでもプラスの
影響があればと考えている。

1月は、全商品平均で前年比92％。4K8Kテレビは前年比90％であった。全体として大変厳しい。

昨年より全国平均ガソリン販売価格は少しずつ下がり気味であったが、1月末11週ぶりに値上がりとなった。ロシアとウク
ライナや中東でのアメリカの対応により、またまた原油価格に影響が出るかもしれない。今後の動きに注視したい。

宮城県岩沼市より市議会自由民主党政策フォーラムの方々が視察に訪れた。地域にかがやくわがまち商店街表彰2024受
賞の効果である。
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益状況は厳しい。チェーン店では不採算店舗をさらに整理し、絞り込みを行っている。人手不足は深刻で、営業時間短縮、
休憩時間を入れるなど対応しているが、いつまで続けることができるかわからない。リネン業界は堅調。人手確保には苦心
している。

燃料価格は2円程度の値下げとなったが、荷動きは上向いていない。ドライバー不足も解消できない状態で、労働環境・賃
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人を継ぎ、組織を育む  高知県中小企業団体中央会
TEL : 088-845-8870　 E-mail : info@kbiz.or.jp

つな

人を継ぎ、組織を育む

高知県中小企業団体中央会
制
作
発
行

〒781-5101  高知市布師田3992-2  中小企業会館４階
TEL 088-845-8870   FAX 088-845-2434
URL https://www.kbiz.or.jp   E-mail info@kbiz.or.jp

つな

※組合等活性化情報誌「へんしも情報」は、環境に配慮した植物性インキを使用しております。

情報組合等活性
化情報誌

創立70周年記念式典開催報告
中央会事業れぽーと
ものLABOレポート
女性団体事業レポート
中央会青年部情報“雄飛”
 （新年交流会を開催）
組合の年度末決算に伴う事務手続き
高知保護観察所からのお知らせ
組合いんふぉめーしょん
県内各業界の動向（2026年1月）
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2026

創立70周年という大きな節目に、心からの感謝を込めて
栄えある表彰の栄誉を、謹んでお祝い申し上げます
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